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(宮下 2007: 35 要約) 
 
 宮下(2007: 110- 114)は、中国語からの語彙借用を、字音借用、翻訳借用、音借(直接借用)
に分類している。以下、それぞれ説明をまとめる。 
  








































3 子音: ㄱ=k, ㄴ=n, ㄷ=t, ㄹ=l, ㅁ=m, ㅂ=p, ㅅ=s, ㅈ=c, ㅊ=ch, ㅋ=kh, ㅌ=th, ㅍ=ph, ㅎ=h, ㄲ=kk, 
ㄸ=tt, ㅃ=pp, ㅆ=ss, ㅉ=cc, ㅇ=ng. 
母音: ㅏ=a, ㅑ=ya, ㅓ=e, ㅕ=ye, ㅗ=o, ㅛ=yo, ㅜ=wu, ㅠ=yu, ㅡ=u, ㅣ=i, ㅐ=ay, ㅒ=yay, ㅔ=ey, ㅖ=yey, 

























    中国語                       延辺朝鮮語          韓国語                        日本語訳 
    专业 / zhuān・yè    전업 / cen・ep    전공 / cen・kong     専攻 
ⅱ)翻訳借用 
    中国語                       延辺朝鮮語                                       韓国語                   日本語訳 




    中国語                      延辺朝鮮語            韓国語                      日本語訳 





    日本語      延辺朝鮮語 /  韓国語        中国語 






    日本語         延辺朝鮮語                                   韓国語 
    たまねぎ    다마네기 / ta・ma・ney・ki     양파 / yang・pha 
ⅲ)日本語における外来語からの音借 
    日本語      延辺朝鮮語                  韓国語                          原語 







 そこで本稿は、以下の 2 点について明らかにすることを目的とする。 
 
ⅰ)    中国語からの借用語の使用傾向 









ⅰ)    国名、地名、人名、書名、建造物のような固有名詞 
ⅱ)   副詞としても用いられ、品詞の判別が困難な名詞 








・漢字語: 가구 [ka・kwu] (家具)   「家具」 
・外来語: 가스 [ka・su] (外来)       「ガス」 





 また、本調査では意味を持つ最小の単位を 1 単位として捉えて語彙を数える。たとえば、
以下のような語彙はそれぞれ 2 語としてカウントする。 
・밤하늘 [pam・ha・nul]  (夜空)                  ・봄바람 [pom・pa・lam]  (春風) 
  밤[pam] + 하늘[ha・nul]                                봄[pom] + 바람[palam] 






少数第 2 位を四捨五入したもので、表中の「―」は出現回数「0 回」であることを示す。 
 
2.2.1. 中国語からの借用語の使用傾向 
以下の表 1 は、ジャンルごとにおける中国語からの借用語の平均使用率である。 
 
表 1: ジャンルごとにおける中国語からの借用語の平均使用率(全体) 
ジャンル 新聞コラム エッセイ 詩 短編小説 全体 
(中)字音借用 60.1% 41.0% 28.0% 34.2% 40.8% 
(中)音借 — 0.1% — — 0.0%7 













                                                        
4 新聞コラムは、『延辺日報(2016.6.7〜2016.7.26)』に載っている経済コラム 4 本、スポーツコラム 3 本、
社会コラム 4 本を、調査の対象にした。 
5 エッセイは、20 世紀に書かれた 5 作と 21 世紀に書かれた 5 作、計 10 作を調査の対象にした。 
6 短編小説は、1983 年の作品 1 本と 2016 年の作品 1 本を、調査の対象にした。 
7 少数第 3 位を四捨五入したところ“0.03”となったので、ここでは“0.0%”と示す。 







 調査対象にした短編小説は 2 本と少ないものの、2016 年の作品における借用語の使用率
は 46.7%で、1983 年の作品の 21.6%に比べて 25.1%増加したことが分かった。使用率が大
きく増加した理由の一つとして、作品における話の背景が挙げられる。1983 年の作品(以
下作品 1 とする)の背景は家である反面、2016 年の作品(作品 2 とする)の背景は、家、村、
学校、都会などと様々である。主に家庭内で起きている出来事と家族同士の会話が多い作








(1)   고중-을         다니면서-부터・・・.  
        kocwung-ul    tanimyense-puthe. 
        高校-ACC          通いはじめる-から 






(2)   그런데      대학       식당-의        한족       쓰푸-들-은・・・. 
        kulentey    tayhak    siktang-uy    hancok    ssuphwu-tul-un. 
        CONJ           大学        食堂-GEN        漢族9        先生-PL -は 
        「しかし、大学食堂の漢民族の料理人たちは・・・。」 
 
延辺朝鮮語表記 中国語表記 固有語表記 日本語  












 以下の表 2 は、ジャンルごとにおける日本語からの借用語の平均使用率である。 
 
表 2: ジャンルごとにおける日本語からの借用語の平均使用率(全体) 
ジャンル 新聞コラム エッセイ 詩 短編小説 全体 
(日)字音借用 16.9% 5.9% 4.2% 3.2% 7.6% 
(日)和語音借 0.1% 0.1% — — 0.1% 
(日)外来語音借 0.2% 0.1% — — 0.1% 












(3)   전국         곳곳-에서       대학생          고   금리   대출-이       심각하다-는 
        cenkwuk   koskos-eyse     tayhaksayng  ko   kumli  taychwul-i     simkakhata-nun 
        全国           所々-で             大学生            高    金利     貸付-NOM       深刻だ-という.IMPF 
 
        기사-가   쏟아졌다. 
        kisa-ka      ssotacyessta. 
        記事-NOM     あふれる.PST 















 和語からの音借語は、社会コラムで「가방 [ka・pang]」(かばん)と「노가다 [no・ka・ta]」
(土方)の 2 語と、20 世紀のエッセイで「가마 [ka・ma] / 釜」(3 回)が見られた。 
 
(4)   그것-은     전기     밥     가마   보다도   더          수요되는          필수품-이다. 
        kukes-un    cenki    pap   kama    potato     te           swuyotoynun    philswuphwum-ita. 
        DEM-は        電器      飯      釜          よりも    もっと   必要-OPT.PASS      必需品.COP 





(飯) と日本語の「가마[ka・ma]」(釜) を合わせたものである。 
 日本語における外来語からの音借語は、新聞コラムで 4 語とエッセイで 2 語見られた。
以下にそれぞれの語彙をあげる。 
 
①인프라(2 回) [in・phu・la]               「インフラ」           原語: infrastructure(英語) 
②쵸콜레트 [chyo・khol・ley・thu]    「チョコレート」   原語: chocolate(英語) 
③비닐 [pi・nil]                                     「ビニール12」        原語: vinyl(英語) 
④에네르기 [ey・ney・lu・ki]           「エネルギー」       原語: energie(ドイツ語) 










































ACC: 対格 / COP: コピュラ / CONJ: 接続詞 / DEM: 指示詞 / GEN: 属格 / IMPF: 未完了 / NOM: 主格 / OPT: 願望 / 
PASS: 受身 / PL: 複数 / PST: 過去 
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